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3月12日（土） 15:00～（14:30開場） 
東京医科歯科大学1号館9階 特別講堂 

災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 2016年3月12日、東京医科歯科大学 

大きな問題が生じる食の脆弱性はどこに？ 
 
摂食嚥下障害？ 
有病者・障害者？ 
乳幼児？ 
・ 
アレルギーや宗教的な制限？ 
・ 
情報・交通弱者 

食の脆弱性？ 

災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 2016年3月12日、東京医科歯科大学 

食べる
の支援 

歯科は「食べられる口」 

栄養士は 

「食べられるもの」
「栄養バランス」 

企業は「食べ物」
自体の提供？ 

調理できない環境
への工夫？ 

保存食などへのお
いしさや栄養素？ 

「食欲」 
おなかがすく 
安心して食べられる環境 

「食べやすいもの」は調理師？ 

あたたかい、やわらかい、おい
しい 

それぞれ観点が違いますが・・・ 

保健師・看護師は 
「食べられる体調」？ 

連携？ 
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東京都地域防災計画（震災編） 
 

各職能・業界での準備は進んではいるものの・・・ 

食 

災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 2016年3月12日、東京医科歯科大学 

歯科でまとまろう！ 

災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 2016年3月12日、東京医科歯科大学 

 【設置目的】 

 大規模震災後の避難所・仮設住宅、被災者等への歯科保健医療の提供は、
JMATと帯同する病院歯科医師から、中長期の仮設住宅・高齢者施設等への

口腔ケアや歯科相談等の提供に至るまで、様々な歯科関係職種の継続的な
支援が必要である。 

そのため、日本歯科医師会主導の下、歯科関係団体同士の連携や災害対応
に関する認識の共通化を図るとともに、各歯科団体独自の行動計画等の情報
集約や共有を促し、有事に際して国や都道府県との連携調整を行い、被災地
の歯科医療救護や被災者の歯科支援活動を迅速に効率よく行うべく、歯科関
連団体の協議会を設置する。 

 【参加団体・人数】  

・日本歯科医師会 ・都道府県歯科医師会：全国7地区代表者 ・日本歯科医学会 ・日

本私立歯科大学協会 ・国立大学歯学部長・歯学部附属病院長会議 ・全国医学部附
属病院歯科口腔外科科長会議 ・日本病院歯科口腔外科協議会 ・日本歯科衛生士
会 ・日本歯科技工士会 ・全国行政歯科技術職連絡会 ・日本歯科商工協会  

※オブザーバー：厚生労働省、日本医師会（JMAT関係者）、自衛隊歯科、必要に応じて
その他追加 

災害歯科保健医療連絡協議会の設置について 
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災害歯科保健医療連絡協議会 

連絡 
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情報 

ガイドライン 
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食でもまとまろう！ 
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参考資料７  

災害時の栄養・食生活支援マニュアル 被災地状況
把握シート 
（（独）国立健康・栄養研究所、（公社）日本栄養士会） 
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災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 2016年3月12日、東京医科歯科大学 

災害時の『食べる』を支えるシンポジウム 
 

大規模災害時の避難所などにおける 
食料支援のあり方について 
～情報の共有化と評価～ 

佐藤 保  歯科医師 日本歯科医師会 

久保山 裕子  歯科衛生士 日本歯科衛生士会  

奥田 博子  保健師 国立保健医療科学院 

笠岡（坪山） 宜代 管理栄養士 日本栄養士会 JDA-DAT 

原田 浩美  言語聴覚士 日本言語聴覚士協会 
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